
 

中央教育審議会初等中等教育分科会 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関する特別部会 

義務教育の在り方ワーキンググループ（第７回） 

議事次第 

 

 

１．日 時  令和５年７月１８日（火）１６：００～１８：００（１２０分） 

２．場 所  文部科学省（※ＷＥＢ会議も併用） 

３．議 題 

（１）論点整理を踏まえた今後の検討について 

（２）有識者からの御発表 

   ・１義務教育の意義（１）子供たちに必要な資質・能力と学校が果たす役割 

（３）その他 
 
 

４．配付資料  

資料１      義務教育の在り方ワーキンググループについて 

資料２       個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校 

教育の在り方に関する特別部会運営規則 

資料３      委員名簿 

資料４      義務教育の在り方ワーキンググループ論点整理（令和５年３月） 

資料５      木村教授御発表資料 

資料６      伏木教授御発表資料 

参考資料１    検討のための関連資料 

参考資料２－１  「令和の日本型学校教育」を担う質の高い教師の確保のための  

環境整備に関する総合的な方策について（令和５年５月 22 日   

中央教育審議会諮問） 

参考資料２－２  教員勤務実態調査（令和４年度）の集計（速報値）について【概要】 

 参考資料２－３  質の高い教師の確保のための教職の魅力向上に向けた環境の  

在り方等に関する論点整理 

 参考資料３    初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的な   

ガイドライン（令和５年７月４日） 

参考資料４    経済再生運営と改革の基本方針 2023（令和 5 年 6 月 16 日閣議決

定）（抄） 


